　２０１０/１０/２１
リビエラカップ　第5回全日本実業団大型艇選手権大会
レ　ー　ス　公　示　（実 施 要 項）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１、大会名称　：リビエラリゾート　第５回全日本社会人大型艇選手権大会

　２、開催日程　：　２０１０年１１月６日（土）～７日（日）

　３、開催場所　：　神奈川県葉山町　葉山港
（陸上本部：葉山港管理棟、レース海面：葉山港沖合・・昨年と同一)

　４、主   催　： 全日本実業団ヨット連盟　（ＪＢＹＬ）

　５、共同主催　：なし 
　６、後　　援　：　　財団法人　日本セーリング連盟（申請中）
　７、特別協賛　：　　リビエラリゾート（株）
　　　協　　　賛　：　（株）アリカ、（株）ノースセール・ジャパン
　８、協　　力　：　　NPOﾆｯﾎﾟﾝｾｰﾙﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ葉山（NST）、葉山ﾖｯﾄ協会、日本ｼｰﾎｰｽ協会、

関東実業団ヨット連盟

　９、種　　目　：　　ﾔﾏﾊ３０


１０、大会役員　：　  大会会長　：　　 　 岩崎　州男　　　　　 （JBYL会長）


　  大会副会長　：　　　 小田切　満寿雄　　　 （NST代表）

　　　　　　　　　　　　ﾚｰｽ委員会　：　　委員長　栗原　義則　　　(JBYL理事長)　

　　　　　　　　　　　　ﾌﾟﾛﾃｽﾄ委員会　：　委員長　　原　秀顕　　　（JBYL顧　問）

　　　　　　　　　　　　事　務　局　：　　　事務局長　山本　卓　　　（ＪＢＹＬ理事）　

１１、日   程　：　

第1日　１１月６日（土）   8:30～　集合（練習希望チームのみ、葉山マリーナイエローハウス前）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＳＴより艇借用（艇状態確認）、艇艤装、出艇申告ののち
練習（午前11時までに葉山港に帰港）

　　　　　　　　　　　　　　　 　10:30～　大会受付開始（葉山港管理事務所前）

11:20～　開会式・艇長会議（葉山港管理事務所前）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12:00～　出艇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12:30～　レース開始　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15:50   レース終了

17:00～17:30　簡素なレセプション　（葉山港管理事務所会議室）
　　　　　　　レース時間割り

第１次組合せ戦　　　　　　　　　
（１レース：30分、　レース間隔20分、乗り換え時間：40分）　　

12:30～　Ａ第１レース予告信号    13:00終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:20～　Ａ第２レース予告信号    13:50終了　　 帰港・乗換え:40分

          　　　　　             14:30～　Ｂ第１レース予告信号    15:00終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:20～　Ｂ第２レース予告信号    15:50終了　  帰港

最終予告信号15:30（日没：18:20）
第2日　１１月７日（日）   8:00～　集合・艤装開始（葉山港管理事務所前）

第２次下位組合せ戦

（１レース：40分、　レース間隔20分、乗り換え時間：40分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8:30～　Ａ第１レース予告信号　　  9:10終了

              　　　　　　　　      9:30～　Ａ第２レース予告信号   10:10終了　　帰港・乗換え:40分
　　第２次上位組合せ戦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10:50～　Ｂ第１レース予告信号     11:40終了     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:30～　B第２レース予告信号     12:10終了　　帰港:30分
              　　　　　　　　　　　　最終予告信号12:00（日没：16:40）

14:00～　艇上架開始、艤装解除・洗浄、艇返還

　　　　　　　　　　最終レース乗員にて葉山マリーナへ艇を廻航します。
解装作業・艇返還検査終了後、直ちに全員葉山港管理事務所前へ移動します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:30～　表彰式・閉会式（於：葉山港管理事務所前）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:00～　解散

· 時間割は変更する場合がある。

· レース数は各ﾁｰﾑ４を予定するが、参加チーム数、天候その他の条件により、変更する事がある。

　　＊　万一レース運営委員が不足する場合には、参加チームはレース運営の支援（マークボート要員派遣など）を行なって戴きます。

●第1次組合せは基本的には受付順順に２分割し、A,Bの２ブロックに分ける。尚、参加チーム数及び使用する艇数によりブロック数を変更することがある。

ただし、参加チームの集合状況により、大会運営上Aブロックは関東近隣地区のチームを主体に編成する場合もある。なお、各チームの集合状況について申し込み時に御連絡願います。

●第2次組合せは第1次戦の上位・下位に分割して行う。
　　　　
１２、参加チーム数　　：　上限１５ﾁｰﾑとする。

１３、各水域の参加枠数と選出方法　：　

九州１、中国３、関西２、近畿１、中部３、関東５、（総計１５ﾁｰﾑ）

各水域の実業団ﾖｯﾄ連盟理事の推薦による。

参加ﾁｰﾑの決定方法は、各水域に委ねる。

参加申し込み状況により、各水域の割り当て枠数を変更する事がある。

１４、適用規則　：　本大会は、RRSに定義された規則を適用する。

　　　現行のセーリング競技規則RRS及び日本セーリング連盟規定、大会実施要項、並び

　　　　　　　　　　　に帆走指示書が適用される。

１５、広告規定　：　本大会はカテゴリーCとして分類される。

１６、チームの参加資格　：　

(1)　　各水域の実業団ヨット連盟に加盟し、各水域の実業団ヨット連盟管轄の各都道府県に事業所が存在すること。

(2) 本年度活動実績を有すること。また本年度実業団ヨット連盟加盟分担金を納付すること。

(3) JBYL指定の艇競技保険に加入し、保険金を納付すること。

(4)  社会人として企業または団体に所属し、それぞれの企業･団体で認められた所属者でﾁｰﾑを

構成しなければならない。

(4)   複数の企業・団体と混成チームを組む場合には、最小構成単位を一企業または一団体にて

最低３名とする。（補強を目的とする混成は認めない）

尚、申し込み数が１５を超える場合には単一企業メンバーにより構成されるチームを優先的に受付ける。

　　　　　　　　(5)　 １企業からの複数チームのエントリーは、参加枠数に余裕がある場合にはこれを認める。

　　　　　　　　(6)　(1)～(5)の要件を満たすチームのエントリーが１５チームに満たない場合は、要件を満たさないチームの参加を認める。

ただし、全日本実業団ヨット連盟への特別加盟金として５，０００円/チームを納入する

必要がある。

１７、登録選手数とその資格　：

(1) 1チーム４名以上の選手を登録すること。選手数の上限は設けない。

ただし、レース中の乗員定数は、４名以上８名以内とする。

(2) レース中は、１名以上の「小型船舶操縦士免許2級」以上の免許の所有者が、免許証を携帯し乗船すること。

(3) 選手変更はこれを書面で提出することにより認める。

(4) 登録選手のうち少なくとも１名は日本セーリング連盟の本年度のメンバー登録をしていること。

会員証（会員証が未着の場合は領収書等それを証明できるものでも可）を受付時に提示すること。

１８、参加申込方法　：　所定の参加申込書に記入の上、レース委員会　栗原へ、

２０１０年１０月２２日(金)　までにＥ－ｍａｉｌ　又は　Ｆａｘで申し込むこと。
　　　　　　　　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ　kurihara.y@kxf.biglobe.ne.jp　　、　　ＦＡＸ　：　０８２－８２２－９１５５

１９、参加申し込みの受付と通知

　　　　先着順に受け付ける。

　　　　参加を受け付けたﾁｰﾑに対しては、１０月２５日（月）までにＥ－ｍａｉｌでその旨を通知する。

２０、参加料　：　1ﾁｰﾑ　７０，０００円　　参加料には５名分のﾚｾﾌﾟｼｮﾝ代を含む。

　　　６名を超える参加者のﾚｾﾌﾟｼｮﾝ代　　：　1名につき　５００円

　　　振込口座：　三菱東京UFJ銀行、新丸の内支店（店番４２２）、普通、４８２２４１３

　　　　　　　　　全日本実業団ヨット選手権大会　事務局　外尾　竜一（ほかお　りゅういち）

 　　 振込期限：　２０１０年１０月２９（金）

　　（注）振込後の参加辞退に対しては、返金は行わない。

２１、競技方法　：　本大会は、RRSに定義された規則を適用する。

　　　　　　　　　　　実施したレースの総計得点により成績を決定する。

　　 　ﾚｰｽ委員会が決定した対戦表に従って、ﾚｰｽを実施する。

２２、使用艇　：　　ＹＡＭＡＨＡ３０　４～５隻（参加チーム総数により決定する）

　　　　　　　　　　　艇体とセール一式、ライフジャケット１０個、その他必要備品一式は主催者にて用意し、

チャーター料は、参加料に含まれる。

　　　　　　　　　　　ただし、コンパスは装備されていないので、これの持込みを認める。
２３、得点及び順位：　

23.1各ﾚｰｽの得点は低得点方式とし、次の通りとする。

	着順
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位以下

	得点
	０
	３
	５．７
	８
	１０


ただし、失格とされた艇及び出艇･帰着の手続き違反の艇は下記ペナルティーを課す。

· DNC､DNS､OCS、DNF、RET･･･当該回戦　　５位の得点＋1点

· DSQ･･･当該回戦 　５位の得点＋3点

· PTP(出艇／帰着の手続き違反)･･･着順+3点

23.2成績は第2次組合せ戦レース結果をもって決定する。
23.3　タイを解く場合には、第2次組合せ戦順位を全て使用して上位を決定する。尚、解けない場合には第１次組合せ戦順位を全て使用して上位を決定する。
23.4最終的にタイを解くことができなかった場合には、最後に成立したレースにおいて､より上位を取った艇を上位とする。
２４、ﾚｰｽの成立　：　本大会は、全てのチームが1レースを終了した時点で成立とする。

　　　　　　　　　　　　　２レース以降は、全チームの同じレース回数までの成績で順位を決定する。

２５、帆走方法の規制：　天候により、スピンネーカーの使用禁止、メインセールのリーフ指示を行うこともある。

２６、ライフジャケットの着用：　全ての乗員は、救命胴衣を着用しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ライフジャケットは、乗員数分を主催者が用意するが、持参したものを使用しても可

２７、物損事故の弁償義務　：　

大会期間中に艇および関連する物品、施設に対して損傷が発生した場合、あるいは損傷を与えた

場合は、これに関与したチームが弁償を行う。

不注意およびルール違反による事故で、自艇及び他艇の艇体、艤装品を破損、紛失した場合は当該

チームが損害を弁償する。

　　　　　　　レース艇は、３００万円の船体保険に加入しているが弁償責任を負うチームは、支払保険金の免責額を負担する義務を有する。免責額は３０万円。

　　　　　　　経年劣化を主因とする破損について、その責任が当該乗艇チームの責任と判断が困難な事例においては、これを全参加チームにて均等に弁償する。

２８、ｽﾎﾟｰﾂ安全保険
　　　　　　　ｽﾎﾟｰﾂ安全保険に加入することを推奨する。

　　　　　　　この保険は帆走中および大会出場の旅程での物損、死亡、傷害、後遺症を補償するものである。
　　　　　　　保険料は１，６００円/人・年間であるが、加入するには５名以上のメンバーを集める必要あり。
　　　　　　　詳細は　http://www.sportsanzen.org/seikyu/aramashi_22.pdf　を参照のこと。

２９、帆走指示書　：　大会事務局より各ﾁｰﾑ代表者にE-mailにて送付する。

３０、表　　　　　彰　：　１位～３位を表彰する。　

３１、その他　：　参加資格を持ったチームで不参加が決定した場合は、速やかに大会事務局に辞退の連絡をする

　　　こと。　　【２０１０年１０月２９日（金）締切】

３２、レセプション　：　葉山港管理事務所会議室にて簡素なレセプションを行う。（昨年と同じ内容）

　リビエラ逗子マリーナのレストランにて行い、標準的なパーティー料理を提供する。
　　　　　　　　　　　　　詳細は参加チームに後日連絡する。

３３、宿　　　　泊　：　１１月６日の宿泊場所として、リビエラ逗子マリーナ内の宿泊設備をリビエラ会員価格

（５，２５０円/人・泊・食事なし）にて提供する。

１部屋あたり２名で使用することを条件とするが、宿泊希望者数と必要部屋数を参加申込書に記入する事。

３４、レース艇の練習用貸し出し　：

　　　　　　　　　　　　　先着５チームに限り、１１月６日の午前中にレース艇を練習用に貸し出す。

　　　　　　　　　　　　　使用料は１３，５００円とし、１１月６日の葉山マリーナでの下架、練習後の葉山港への回航を担当いただく。　希望チームは参加申込書の該当欄に記入のこと。

３５、大会事務局　：　　担当（１）　瀧口　直人：三井物産（株）

会社Tel　０３－３２８５－５３１９
　　　　　　　　　　　　　　 携帯電話（緊急に限る）　０９０－８５６７－４０２７
　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ　N.Takiguchi@mitsui.com　会社
                    担当（２）　栗原　義則：ﾏﾂﾀﾞ（株）

　　　　　　　　　　　　　　　会社Ｔｅｌ　０８２－５６５－０４７１

　　　　　　　　　　　　　　　自宅Ｔｅｌ　０８２－８２２－９１５５

　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話　０９０－４６９５－４７７８（勤務中は応答不可能）

　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ　kurihara.y@mazda.co.jp　会社

                            kurihara.y@kxf.biglobe.ne.jp　自宅

３６、リビエラ逗子マリーナへの交通
　　ＪＲ横須賀線　　鎌倉駅下車・・・東口出口前バスターミナル「７番」
1 リビエラ直行便（８時より２１時まで約１５分間隔）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    終点下車（所要時間約２５分）

2 小坪循環４１系統　　リビエラ前下車
タクシー乗合を推奨します。
